
手玉を雪全にご使用いただくたわ、取扱説明署のなか1こ記蝿されている法王、

警告の内容は必ず厳守してくださし、H

t　告　最濃い圭貞つた■台に、敵■著の生色中書年に危験がお上ぷ恐れがあ

りま丁目その危襖を避けるための注意書嬢です“

注　1　取呈い告誤ったq合に、取扱書が■害を負う恐れのある場合や書きを

損■する恐れがある■合の注意事項でTH

iE及び敵i説明書には、音全に使用していただくために次に示すン・ン点ルマー

△…芸諾…呈歪立言憲三言警ぎ≡子を射す狭め・取払綱吉

「△警告
感電の悉九があります。
・本巻は東電用として設計されておりますので250V

以上の大容量電路での灘l定は安全上、絶対に避け

てください。
・電池カバーをはずしたまま、測定はしないでくだ

さい。
・電池を交換するときは、テストリードを測定回路

からはずして交換してください。
・めれた手での測定は絶対に行なわないでください。

測定零度が高い時、大変危険です。

本器を破損する恐れがあります。
・抵抗測定位置にてテスト捧両端に電圧は絶対に加

えないでください。故障の原因になります。
・本番の保管は涼しく、ドライな場所に保管してく

ださい。
・測定前はロータリースイッチが正しい位置にある

か確認してください。
・本巻の清掃にはま品くシンナー、ベンジン等）を使

用しないでください。

萄一般仕様

測　定　方　式：二重積分方式

判　定　機　能：直流電圧、交流電圧、抵抗、導通チェッ

ク、ダイオードテスト

付　属　機　能：データホールド、オートパワーオフ

表　　　　　示：3200カウント液晶表示

＋32バーグラフ、単位、記号付

レ　ン　ジ　切巨換：フルオートレンジ

入力オーバ表示・‘OL‘を表示（但LAC／DC500Vレンジ

を鞍く）
サンプルレート：2回／秒（数字表示）、刃向／秒（バー

グラフ）

動作温温度範囲：0℃一朝℃、00％RH以下

（結露がないこと）
保存温湿度範囲：一刀℃一朝℃、70％RH以下

（　　′′　　）

電　　　　　讃：LR一朝ボタン電池2個

消　責　電　力：5mW

耐　電　圧：2．OKV、1分間（入力端子とケース間）

寸　　　　法：餌（W）×110（H）×9．5（D）m

重　　　　量：約餌g（本体・テスト棒・電池）

Pocket MuItimeter

Modet MCD－007

取　扱　説　明　書

このたびはMCD－007ボケ・ソトマルチメー

タをお買い上げいただきありがとうご

ざいます。

長くご使用いただくために、この取扱

説明書をよくお読みになり正しくご使

用ください。

マルチ計測器株式会社
〒101東京都千代田区神田松永町15

三友ビル3F

TEL O3－3251－7　013

①ロータリースイッチ：電頚のONOFF、DCV、ACV、抵抗・

導通チェ・ツク・ダイオードテストの

切り換えです。

②ファンクションキー：ロータリースイ・ソチがn州側のとき

本キーを1回押すごとにQ／・叫／十
の順で切り換わります。

③データホールドキー二本キーを1回押すとデークーが保持

されます。もう1回押すと解除Lま

す。

＠表　　示　　器．液晶パネルにより測定の数字表示及

び電池の状腰を表示します。

⑤テ　ス　ト　棒：＋側が赤、一例が黒です。

（訃電池収納部（背面）：

マルチ
スタンプ



曽測定方法

1．直流電圧測定（DCV）
1）ロータリースイッチをOFFか

らDCVの位置に」ます〇

2）図の様に電池等の①側に赤の
テスト棒を、○側に黒のテス
ト棒を接触させます〇

3）液晶表示器の電圧を読み取っ
てください。（500Vまで自動的

に測定します。）
2．交流電圧測定（ACV）

1）ロータリースイッチをACVの

位置にします0
2）図の様にコンセントなどの測

定物にテスト棒を差し込みま
す。
（交流電圧測定はテスト棒の赤・
黒や◎○は関係ありません0）

3）液晶表示器の電圧を読み取っ
てください。（500Vまで自動的

に測定します。）

「－△警告

感電の恐れがあります。
・測定リード線は接続する前

に絶縁被覆に損傷のないこ

とを確認してください0

異常の場合はご使用を中止
して修理等を行なってくだ

さい。

焼損・火傷の恐れがあります。
・リード線の接続は確実に行

なってください。接続を誤

るとスパークする場合があ

ります。

」一一＿＿＿‥・」

※表示を読み取りにくい場所ではデー

タホールドスイッチを活用してく

ださい。

3．塘抗測定（Q）
1）ロータリースイッチをQ・呵一帖

の位置にLファンクションキー

でQを選択します。
2）図の様に抵抗の両端にテスト

棒を接触させます。①○は関
係ありません。

3）液晶表示器の抵抗値を読み取っ

てください。（32MQまで自動

的に測定します。）
4．導通テスト（・瑚）
1）ロータリースイ・ソチをQ・，））廿

の位置にしファンクションキー

で・叫を選択します。
2）導通チェックを行う2つのポ

イントへテスト接を埠鞄させ

ます。
3）液晶表示器に導通抵抗が表示

されます。抵抗が約20Q以下
になると、その値を表示する
とともにブザーが鳴動します0

5．ダイオードテスト（≠）
1）ロータリースイッチをn・，I）廿

の位置にしファンクションキー

で・帆を選択します。
2）順電圧を測定する場合、図の

様にテスト棒を接触させます○
ノーマルなダイオードでは0．4
～0．7Vの範囲で測定が行なわ

れます。
3）逆電圧を測定する場合、図の

様にテスト棒を接続します○
逆電圧ではノーマルなダイオー
ドに対して‘OL〝を表示しますG

お願い本保証書は77クーサービスの際必要となります。

お手数でも※印箇所にご記入の上木器の最終御使用

着のお手許に保管してください。

保　証　規　定

1保証期間中に正常な使用状態で・万一故障等が生じました場合は

保証規定に基づき無償で修理いたします。

2　本保証書は、日本国内でのみ有効です（，

3　保証書の再発行はいたしません。

4　下記事項に該当する場合は、無償修理の対象から除外いたします。

8　　不適当な取乱、使用による故障

b　設計仕様条件等をこえた取凱、、使用または保管による故障

C　　当社もしくは当社が委嘱した者以外の改造または修剰こ起因

する故障

d　　その他当社の責任とみなされない故障

販売店名

r－△注意

損傷の恐れがあります。
・ロータリースイッチがQ・叫廿

の位置の時誤って電圧を印加
」ますと内部が損傷する場合
があります。

直流電圧測定

ご宰′

Red㊤testcable

Black∈）te＄tGぬIa

嵐
抵抗測定

苗

臨電池の交換

「－△警告
感電や感電事故の恐れがあります。
・電池カバーをはずしたまま、測

定をしないでください。又、電
圧を測定している状態で電池を
交換しないでください。

「△注意

木器を長時間使用しない場合は電
池を外して保管してください〇

電池が消耗してきますと表示部に
血マークが点灯します。速やかに
新しい電池と交換してください。
新しい電池と交換する場合は2個
とも同時に交換してください。
電池の交換は図の様に本体背面下
部のビスを取り電池カバーを矢印
の方向にスライドし、外します。

電池の極性をま与がえないように
気をつけてください。
（①プラス側が上面になります。）

ダイオードテスト

傾電圧測定

「

電池カバーー∈≡〕Pライド

逆電圧測定

苗

爛電気的性能

保証温湿度範囲230C±5℃80％RH以下結露のないここ

レンジ �許　　　容　　　差 �入力インピーダンス 

DCV �320．DmV �士（1．3％rd9±3dgt） �＞1000MO 

3．200V �±（0．7％rd9±3d91） �約11MO 

32．00V 32【）＿0V 50DV �±（1．3％rd9±3dgt） �約10Mくつ 

ACV （50／60Hz） �3．20DV �土（2．3％rd9±6dgt） �約11MQ 32．00V 320．0V 5DDV ��集勺10Mくつ 

レンジ �許　　　容　　　差 �測定電：克 

OHM �320．0く） �±（2％rd9±5dgt） �＜0，7mA 

3．20DkQ �±（2％rdg±3dgt） �＜0＿13mA 

32．00kO ��＜13んIA 

320，OkQ ��＜l．3〃A 

3．200Mくつ �土（6％rdg±4dgt） �＜0，13〃A 

32．00MQ �土（10％rdg±10dgl） 

レンジ �鳴　動　　抵　抗 �測定電沫 �貴大入力保護 

尊通チェック ＼ �320．Ob �＜約200 �＜0．7mA �500Vrms 

＼＼一‥ ���� 

ファンクション �レンジ �許　　　容　　　差 �測定電流 �最大入力保護 

ダイオードテスト �3．200V �±（10％rdg±3dgt） �さ勺0．7mA �500Vrrns ＿，－」 


